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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第１回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  平成 30年８月２日（木）  

午後２時 30分～４時  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

小﨑委員、井上委員、中辻委員、藤原委員、  

萬浪委員、杉本委員、竹内委員、堂本委員、  

石田委員、高田委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

 

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

片山市長、筒井部長、早崎課長、藤井施設長、  

小西所長、松本主査、藤井  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数  ０人  

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況について  

２  平成 29年度事業実績報告について  

３  平成 30年度事業実施計画について  

４  こどもプラザ利用者アンケート結果につい  

 て  

５  こどもプラザの運営について（意見交換）  

 

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

○市長あいさつ  

○委員委嘱  

 市長から委員に委嘱状を交付  

○委員紹介  

 委員による自己紹介  

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部総合企画課こどもプラザ  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 



2 

 

会議の記録（概要）  

発言者   

○委員長・副委員長の選出  

 西脇市こどもプラザ運営委員会条例第６条第２項の規

定に基づき、委員長、副委員長を選出。  

委員長として小﨑委員、副委員長として萬浪委員を選

出。  

 

○委員長、副委員長あいさつ  

 

委員 10名全員の出席により委員会成立の報告  

 

○こどもプラザの利用状況について  

 会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

○平成 29年度事業実績報告について  

 会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

○平成 30年度事業実施計画について  

 会議資料３に基づき、事務局から説明  

 

○こどもプラザ利用者アンケート結果について  

 会議資料４に基づき、事務局から説明  

 

こどもプラザの運営についての意見交換をしていきた

い。施設の利用状況について、何か意見等はないか。  

  

へそっこランドは黒田庄にあるが、あいあいランド、

わくわくランドはどこにあるのか。  

 

 あいあいランドは総合市民センター内に、わくわくラ

ンドは比延地区のコミセン内にあり、へそっこランド、

あいあいランド、わくわくランドをこどもプラザのサテ

ライトとしている。  

 

 へそっこランドの利用者が、 28年度に比べて半分にな

っている。これだけ減った理由は何かを分析されている

のか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員  
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 へそっこランドを含め、こどもプラザ全体の人数の減

少理由として、二点が考えられる。一つは未就学の子ど

もの減少である。こどもプラザの利用者は未就学児と保

護者が 77.5％である。また、子育て学習センターは未就

学の親子を対象とした事業を実施している。西脇市の出

生数は 27年度が  313人、 28年度が  296人、 29年度が  260

人と減少し、未就学児童は 27年度が  1,948人、 28年度が     

1,932人、 29年度が  1,841人で、 28年と 29年を比較する

と、 91人の減少となっている。逆に、こども園、幼稚園

への就園率は、 27年度は  62.27％、 28年度は  65.11％、

29年度は  67.19％と増えている。そのようなことも一つ

の要因かと考える。もう一点は、平成 29年度より事業参

加者のカウント方法を変更したということである。この

二点の理由により、利用者数が減少したと思われる。  

 

 黒田庄ではかなり以前から、積極的な活動をされてい

たと思うが、今年は減少されたのか。  

 

 事業としては縮小はしていない。未就学の子どもの減

少により、へそっこランドを中心に実施していた親子交

流教室の登録数は減少している。  

     

 単純に数字だけを見て思ったのだが、黒田庄でも多く

の人が利用されていたので、利用者のニーズはどうなの

かと思った。もう一つは、みらいえから離れている所の

方は、みらいえが遠く感じるので、こどもプラザの活動

を増やすと同時にサテライトや色々な場所での活動を増

やしていくことも大事だと思った。  

 

 利用者のカウント方法の話が出たが、図書館やそれぞ

れの施設の利用者のカウント方法はどうしているのか。  

 

 図書館や複合施設本体にはカウンターがある。こども

プラザについては、児童館の入口で地区別、年齢別に分

けて受付をしている。子育て学習センターは事業の参加

人数をカウントしており、各担当がそれぞれの方法でカ

ウントしている。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

 

 利用者人数は、一昨年度の途中から開館された新しい

建物ということもあり、多くの方が来館され人数も増え

ていると聞いたが、 29年度は、コミュニティセンターは

若干増えているが他は減っている。そのことを施設を管

理されていて、どのように分析しているのか。年数が経

っていくと、だんだん減少していくのかなとも思うが、

そうしないためにも、分析した結果を踏まえ、どのよう

な方向にもっていきたいのか聞かせていただきたい。  

もう一点、サテライトは独自性をもちながら、こども

プラザの遊具を置くなどの対応をされているが、 29年度

は、へそっこランドの利用人数が半分になっている。ど

のように対応していこうとしているのか。  

 

 施設全体を見ても人数は確かに減少している。当初、

保護者の方からは、「児童館に遊びに行くと、あまりに

人が多すぎて、子どもは楽しいが親はしんどい。」とい

う声も聞いた。逆に利用者が少し減ったことによって、

「行きやすくなった。」という保護者の方もおられる。

当然、施設が古くなるから利用者が減っていくというこ

とではいけないと思っている。事業の内容を工夫しなが

ら、 29年度よりは増やしたいと思う。サテライトでは、

28年度に企業版ふるさと納税の寄付をいただき、こども

プラザの中にある遊具と同じ遊具を入れているが、 PR不

足ではないかと考えている。ただ、へそっこランドやあ

いあいランドに来られたお母さんからは、こどもプラザ

は賑やかで落ち着かないが、静かな所で子どもと向き合

ってゆっくり遊べる施設であるという声も聞いている。

その点も大事にしながら進めていきたいと思う。  

 

 オープン前は、年間利用予定者数はどれくらいだった

のか。  

 

 複合施設全体で 20万人としていたが、開館１年目は約

50万人の入場者があった。  

 

 想定 20万人のところに、倍の利用者があるということ

はありがたいことではあるが、開館して３年経ったとこ

ろでは比較のデータもない。人数が減ると、いけないよ
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委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員  

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

うに思うが、人数を増やしていくことだけがいいとは思

わない。満足度やニーズなどいろんな観点から見ていく

のも大事ではないかと思う。  

 

 人数ばかりが注目されているが、今、子どもが本当に

少なくなっている中で、西脇市のどの地域の子どもが多

いのか。黒田庄は黒田庄でいろいろなイベントがあると

思うが、黒田庄の子がここへ来て行事に参加することは

物理的に可能なのか。  

 

 平日については、学校が終わってからここへ来るとい

うことは、なかなか難しいようだが、児童館のイベント

については土、日曜日に行うので、保護者に連れて来て

もらい参加する子どもはいる。 29年度は、重春小学校区

が 25.9％を占め、黒田庄地区は  3.1％である。重春小学

校区に次いで多いのが西脇小学校区で、 12.9％である。  

  

 園児に聞いてみても、みらいえを知らない子どももい

る。お母さんは、かなりの方が知っておられるが、色々

な行事をどのように周知しているのか。  

 

 チラシや広報で周知している。色々な教室をしている

が、最初は重春小学校区の子どもがほとんどであった。

年々、重春小学校区以外の子どもも参加してくれている

ようになりつつある。  

 

 施設の位置に疑問を投げかける人もいる。少し片寄っ

ているのではないか。  

 

 どこかに造ると、そこから遠い所に対してどのような

ケアをするのかというエリアギャップ問題が生じる。西

宮市も真ん中に子育て支援施設があって、北と南には何

もなかった。市民から意見が出て、市は北と南に関西学

院大学と武庫川女子大学があるので、その中に造っても

らった。同じものをというのは難しいが、西脇市は最初

からサテライトがあるということで、エリアギャップを

カバーするよう意識をされているのだと思う。  
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事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

工夫している事業に、ＮＰＯ法人みなみ会に委託して

いる子育て支援事業がある。夏休みについては市内 15会

場、小学校区ごとに会場を設け、みらいえから遠い子ど

もたちも事業に参加してもらえるよう工夫もしている。  

 

 みなみ会の話が出たが、地域でムラがある、行きやす

い人、行きにくい人がいるというのはどう思われるか 。  

 

 週に１回、みらいえに勉強会で来ているが、本当に多

くの子どもたちがここを利用している。子どもに「どこ

の小学校？」とよく聞くが、小野市や加西市からも結構

来ている。保護者が連れて来て、買い物などの用事をし

ている間に、ここで勉強したりしながら過ごす子どもも

いる。こどもプラザを見ていたら、職員が本当によく考

えて、指導や見守りをしているので、もっと多くの人に

利用してもらいたいと思う。利用者の人数が増えている

ものだと思っていたので、減っていると聞いて不思議に

思う。先日、名古屋に住んでいる子どもと孫を連れて来

たが、こんなよい所はないとすごく驚いていた。  

 

 人数は、データの取り方で変ってくるので、適切な取

り方が必要になってくるかと思う。  

 続いて、 29年度の事業報告について、たくさんの事業

をしているということだが、何か意見や質問はないか。

初めて来た時に戸惑ったのだが、児童館と子育て学習セ

ンターの違いを説明してもらいたい。  

 

 西脇市には元々、子育て学習センターしかなく、未就

学の親子のつながりや、子育ての支援をしていた。こど

もプラザが設置されたことにより、ここを拠点とし、従

来の子育て支援施設をサテライトとした。子育て学習セ

ンターは、未就学の親子を支援していく部分を担い、児

童 館 は 、 0歳 か ら 18歳 ま で の 児 童 と そ の 保 護 者 の 方 を 対

象としており、健全な遊び場の提供を通して、様々な支

援をしている。  

 

 児童館は、０歳から 18歳までを対象にしている施設で

ある。ここでは、中高生が児童館を利用したり、様々な
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

委員  

 

 

事務局  

 

委員  

 

 

委員長  

イベントにも関わっている。これは、全国的にも希有な

ところであり、ここのいいところではないかと思う。  

 

 よく利用させてもらっている。人数が減っているとい

う話があったが、理由としては、こども園の行事も充実

してきているし、こどもプラザのベビーマッサージなど

の集いも月に４・５回あるので、双方の事業が重なって

しまったということやカウントの仕方などもあるのかも

しれない。利用している者は、本当にこどもプラザに感

謝している。  

 

 ここへ来るのは初めてである。入口のロビーにも子ど

もたちがたくさんおり、今日の報告でもいろいろな事業

をされていると知り感心している。また何かあれば、利

用したいと思う。  

 

 混み具合について、保護者としてどう感じているのか

聞かせてほしい。  

 

 遠くて平日に来られない方や市外の方はどうしても土

日に集中してしまうように思うが、平日は駐車場で困っ

たことや児童館で居づらくなるような混み 具合はない。  

 

 利用者は、市外の方が多いというのはすごいことでは

ないか。反対に西脇市にこれだけ人を集めている施設が

他にあるのか。  

 

 市内には他に同じような施設はない。  

 

 報告を見ていたら、「リトミック」とあるが、専門の

先生を呼ばれているのか。  

 

 専門の先生に、お世話になっている。  

 

 音楽にも力を入れているので、リトミックがあれば、

園児を参加させてもいいかと思う。  

 

 遠足などでの利用はあるのか。  
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事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

委員  

 

事務局  

 

委員  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 こども園も利用されている。雨が降っても利用できる

ので、他市からもよく利用されている。利用者からは、

以前は他の公園を利用していたが、雨が降った時や春先

は風がきつくて困るが、ここは利用しやすいと言ってい

ただいている。  

 

 他市の児童館でも、市外の利用者が多いということで

議論になったが、反対にそれだけ市をアピールできる施

設が他にないということであった。みらいえも西脇市を

代表する情報の発信地であってほしい。  

 

 市外からも多く来られるか。  

 

 児童館は市外の方の割合が少し多く、 52％である。  

 

 プラザを知らない人も多いのではないか。プラザとは

どういう意味か。  

 

 子どもたちが集まる場として、名前を付けている。  

 

 みらいえは知っていても、中に何があるのかわかりに

くいという意味では、それぞれの軸の立て方や活動につ

いて、発信の仕方も意識していかなければならないかと

思う。  

 

 子どもも市外の施設を利用すると、他の地域の子ども

と友だちになれるということもある。市外に宣伝される

と、みらいえはとても魅力ある施設だと思う。  

 

 いくらいい施設だといっても、市外からそう何度も来

られるわけではない。それでも、市外から大勢来られる

ということは、繰り返しの人があるにせよ、どんな所だ

ろうと楽しみにして、新たに来られている人も多いと思

う。市内に関しては、黒田庄からは行きにくいというこ

とが明らかであると思うので、どちらかというと重春地

区中心の動きになってしまうと思う。園の降園時でも、

「みらいえに行こう」と親子で会話しているのをよく聞

くので、どんなマナーで親子が過ごしているのか気にな
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員  

 

 

 

委員長  

 

 

る。情報をいただけたら、こちらも子どもたちに返して

いくので、よい循環になるのではと思う。  

 

 気がついた範囲で子どもにも直接注意をしている。ま

た、子どもよりもスマートフォンを見ているという保護

者や寝ているという保護者もおられるので、「子どもさ

んは大丈夫ですか？」というような声かけもしている。  

夏休みに入ると、市内の小中学校の先生方がこどもプ

ラザだけでなく、この施設全体を見回りに来てくださっ

ている。学校とも連携しながら、子どもたちを見ていく

努力はしている。  

 

 実は夏休み前に日頃の子どもたちの様子を聞いた。そ

れを職員にも伝えているところである。放課後児童クラ

ブなどお金が必要な所もあるが、ここは弁当を持って来

るとそのまま過ごすことができる。開館前から弁当を持

って来て、保護者が迎えに来るまで過ごすという子ども

もいる。日が暮れるのが遅いので、いつまでも帰らない

子どももいると思う。職員とも確認を取りながらマナー

を教えていきたい。悪いことをしていたら、注意してほ

しいとお願いしているので、ありがたい施設である。人

数が減っているということだが、適正な人数があると思

うので、無理して増やす必要はないのではと思う。継続

して来られる方が少しでも増えることの方が大事なので

はないかなと思う。  

 

 子どもたちが帰る時間、声をかける時間は決まってい

るのか。  

 

 はい、声をかけている。  

 

 近くには、西脇工業高校と西脇高校があって、テスト

前には大勢の生徒が夜遅くまで勉強しているし、なくて

はならない場所になっているのではないかと思う。  

 

 児童館の機能が子どもたちの健全育成であるので、ま

た学校とは違う関わりや、育ちがあるのではと思う。こ

こまで学校と密接に関わりがもてていることは、よいこ
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委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

委員  

 

とだと思う。  

 次に来年度に向けての事業計画について、何か意見は

ないか。  

 

 校区が違うので、子どもたちも建物があるのは知って

いるが、ここでどういうことをしているのか知らないと

思うので、みらいえに行こうという話になかなかならな

い。内容を膨らませるのもいいが、内容の発信をわかり

やすく広めていってもらえたらと思う。  

 

 色々な層に話をしていったり、  SNSなどネットの活用

をしてはどうかと思う。  

 

 市の広報に掲載をし、防災無線でも流しているが、紙

媒体は見られる方が少ないので、発信の仕方をもう少し

工夫していきたい。  

 

子育て支援の一つの機能は祭り機能だと思っている。

西脇は地域性もあると思うが、特に都市部は人が集う場

が少ない。子どもがいる所は人が集まりやすいと思うの

で、夏まつりやクリスマス会などの行事をうまく活用さ

れたらいいのではと思う。  

 

 夏まつりのリアルなお化け屋敷やパパクエストなども

長い行列ができていた。  

 

 子育て中の方はイベントに対しては行きやすいし、子

どもたちも行きたいと思うので、イベントを発信源にし

てまずは知ってもらい、そこを中心に人を巻き込んでい

く。他市のイベントでは  2,000人くらいを巻き込み、地

域のお店も来てもらったり、消防や警察も来てくれて、

地域を挙げて人が集まった。ここでもできるのではない

か。  

 

 今年もみらフェスを 10月 28日にする予定である。  

 

 この前、３世代パパ育て事業のパパ・ママ講座に参加

させてもらったが、祖父母講座含めて、そのような事業
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委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

をこれからもしてもらいたい。その時、ワークショップ

で隣りにおられた方が他市の方で、子どもを連れて来ら

れていたが、託児をしてもらえるので安心して参加でき

ると言われていた。日頃は家事と子育てと仕事で毎日大

変だが、こんなふうに子どもから少し離れて、自分自身

勉強できる場がとても嬉しいと言われていた。発信はと

ても大事かと思う。市内の方でも知らない方が大勢おら

れるのではないかと思う。  

 

 久留米市は市の主催する事業は全員託児を受けるとい

う方向である。子育て中の方の学習を受ける保証と言っ

ている自治体はないので驚いた。問題は事業費より託児

費の方が高いことで、全員保育士をあてているというこ

ともすごいなと思った。  

 

 計画の中に西脇親子交流事業があるが、内容や実施日

は同じだが、昨年度は４学年４グループだったのが、今

年度は５学年３グループになっているのは、事業に変更

があったのか、それとも対象が変わって名前が変わった

のか。  

 

 昨年までの年齢表示の仕方から変更し、就園していな

い０歳児から５歳児までの５学年とした。今回、こども

園に就園されたりして少し人数が減った分、クラスを減

らしている。  

 

 最後にこどもプラザアンケート結果ということで、非

常に高い満足度があるということは、スタッフ、運営の

適正さかなと思う。アンケートを継続していく中で、変

化が見えてくる。ここまで高いと、これ以上というのは

正直難しいと思うが、アンケートで要望のあるトランポ

リンの設置やアイスクリームの販売の予定はあるのか。  

 

 動きたいという小学生も多いので、日によって人口芝

生の上に出したりして工夫するようにしている。また、

アイスクリームについては、コミセンの事務局に話をし

検討している。  
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 今日出た話やこちらにお住いの皆様が色々な所で、み

らいえの情報を入れていただいたり、まわりの方にご意

見をお伺いするなどしながら、それを反映して市民のた

くさんの声を集めていければと思う。またそれを次回の

会議でお話いただけたらと思う。  

 

 こどもプラザのカリキュラムに基づいた事業報告や事

業計画、アンケート結果などについて報告をした。今年

度も事業を実施していく中で、見直しや更なる充実を図

っていきたいと思う。今後も運営方針や事業内容につい

てご審議いただくことになると思うが、よろしくお願い

したい。  

 

○その他  

 次回の委員会は２月を予定している。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


